
｢ちばっ子の学び変革｣推進事業
松戸市立 東部小学校

令和７年度
「ちばっ子の学び変革」 推進事業
研究状況報告書



【学校教育目標】

「ゆめにむかう子」
～ 元気な子 かしこい子 思いやりのある子 ～

児童数 ７１３名
学級数 ２８学級＋通級指導教室
・知的障害特別支援学級 ２学級
・自閉症・情緒障害特別支援学級 ４学級含む

SSR（スクールサポートルーム）設置

学校紹介 明治6年 開校 創立１５３年目



目 次
１，研究主題と仮説

２，主題設定の理由

３，令和７年度の実践と手立て

４，研究の成果と課題

（1） 目指す姿と校内研究イメージ （２） 授業つくりのためのポイント
（３） 本校の指導案について （４） 加配教員の活用
（５） 児童の変容 （６） その他の取り組み

５，今後の展望について



１，研究主題と仮説

研究主題

児童が主体的になる授業の実践
～ ｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣の一体的な授業の充実に向けて ～

仮 説
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指して、
単元(指導計画)の中に「個別学習」の時間を位置付けて、児童の実
態に合わせた学習形態の選択が図られれば、児童が主体的に学習
に取り組むことができるのではないだろうか。



児童の実態

（自校アンケートより）
３２ 問題解決に向けて進んで学んでいる
３３ 学んだことを生かしながら考えをまとめている
３５ 友達と話し合う活動を通して考えを深めたり、新たな
考えに気づいたりしている

①学習を自分で計画したり、取り組み方を考えたりすること

②自分なりに自信をもって取り組むための手立て

２，主題設定の理由

本校の課題
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（全国・学力学習状況調査の結果より）
１７ 自分と違う意見について考えるのは楽しい
20 わからないことや詳しく知りたいことがあったときに、
自分で学び方を考え、工夫することができる

２１ 家庭学習における学習時間
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・友達と関わり合って学ぶことができる。
・学びを考えたり、工夫したりすることができる。
・自分で学びを計画して取り組むことが苦手。

・課題に向かって学習すること、友達と学ぶこと
が好きな児童が多い。
・学んだことを表現することに苦手意識をもって
いる児童が多い。



３，令和７年度の実践と手立て
（１）目指す姿と校内研究イメージ



（２）授業づくりのためのポイント

① 教師がどんな願いをもって、

学びを進めていきたいかを伝える

② 単元で身につけたい力を明確にする

③ 単元を通した学びの計画を立てる

④ 学びの環境デザインを作る

⑤ 学び方や学びの形を振り返る

① 「願い」

③ 時間

② 「ねらい」

④ 活動

⑤ 振り返り



①「願い」 ②「ねらい」



③ 「時間」…単元を通した計画を立てる

ラーニングマウンテン、表、スプレットシート等、学びの道筋を示した。計
画から振り返りまでの流れが明確になり、イメージの共有が図られた。



④ 「活動」…学びの環境デザインを作る

児童の「やりたい！」「試したい！」を叶えられるように手立てを
工夫した。本物に触れたり、見聞きしたりできることは、学習の
定着にも大きく作用すると考えた。



児童に委ねる時間を大切にした。
児童同士の学び合いと、「やってみたい」を促せるようにした。

④ 「活動」…学びの環境デザインを作る



⑤ 「振り返り」…学び方や学びの形を振り返る

ひとりで？みんなで？

書いて？入力して？

実験して？観察して？



（３）本校の
指導案
について



（４）加配教員の活用

① 地域との連携（地域教材の開発・人材活用）
② 活動の安全確保
③ アンケートの集計
④ 記録

個別最適な学びと協働的な学びの「環境作り」を向上させた。

地域を巻き込んで教材化できたことは大きい。

次年度は、学びの質を向上させるために、効果的な活用を

図っていきたい。



（５） 児童の変容

計画を立てることができる
ようになって、効率的に学習
が進められるようになった。

わかることが楽しい。
友達に正しく伝わると嬉しかった。

好きなペース、好きなタイミングで
学べたことが知識につながったと
思う。

アウトプットの経験が増えたことで、
嫌いだった社会が好きになった。

学びマップを使うことで、
何をするかが明確になって、
学習が捗った。

個別の学びを通して、
やりたいことができるように
なって、楽しくなった。

やることがわかって勉強が
楽しい。

友達と話すと、
もっとわかるようになった。



（６）その他の取り組み

☆ リーフレット作成

☆ 同じ著書を読み、理解の共有

☆授業研究
（一人一授業）

☆ 指導主事を介しての
理論研修会の実施

☆保護者説明会の実施



４，研究の成果と課題

（自校アンケートより）
３２ 問題解決に向けて進んで学んでいる
３３ 学んだことを生かしながら考えをまとめている
３５ 友達と話し合う活動を通して考えを深めたり、
新たな考えに気づいたりしている

＜成果＞
・問題解決に向けて、意欲的に学ぶ児童が増えた。
・学びを生かしたまとめができるようになってきた。
・友達と話し合うことで考えを深めたり、広げたり
することができてきた。
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＜課題＞
・数値は伸びているものの、｢学びを生かしたまとめ
ができるようになってきた（３３）｣、｢友達と話し合う
ことで考えを深めたり、広げたりすることができてき
た（３５）｣の項目については、２０％の児童ができて
いないと答えている。

＜本校の課題＞

① 学習を自分で計画したり、取り組み方を考えたりすること
児童が自分で学びの計画を立てることで、学びに意欲的になった。

② 自分なりに自信をもって取り組むための手立て
自分に合った学び方を選べるよう、環境を整えていく必要がある。
単元で身につけなければいけない力を身につけることで自信が持てるのではないだろうか。



５，今後の展望について

児童に学びのハンドルをもたせ、「やってみる」「触れてみる」

「人とつながる」「地域とつながる」を大切にした本校の「学び
の形」は、児童が主体的に学びに向かうことができる「新しい

学びの形」になると考えられる。

来年度は、単元構成を大事にして、 「新しい学びの形」の質

を高めながら、研究を進めていきたい。


